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從
^

の
喃
难
敎
科
書
は
限
ら
れ
れ
る
時
間
內

R

商
法
の 

吹
，® .
^ ,

^

授
す
る
に

«

»

量
稍
や̂

き
に
» '

ぐ
る
嫌
3 > 

る
を
^,
て
第
七
版
を
重
ぬ
る
に
當6

根
本
的
^
其
面
目

を
改
<

め
、ら
れ
.

た

. 

f
 

:

、文

'
筚
乎
、辱
逦

'，俗

It
し
^
楚
餓 

睬
明
-
t5

を
用
ゐ
V

 

^

こ

と 

"幾
分

.
b

,'K
*
、法

.上への、
'
智
識

ボ
；识 

通
^
，底
ち
に
商
法
の 

解.
し
得
_

る
.

こ
；と
.

' 

■

上
ニ
、故

1-
■甲

輝

商

.
業
‘，

校
-
用 

,

ガ

ら

ず

，興

業

S
.家

の

，樹
習 

:

る
-ベ 

< 
叉
>大
：學

：：

程
-度

の

學

の

本
搞
跋
與
級
釕
十
'

」

镦
镄

太

招

.
信

義

I ニに

虫’、.，適 

h 好す 

雛案 ,.る
I 内 ©

講
前
本
書
，か，

>
1
,
_讀

V

 

'

ば

商

淡

の

做
念
^

會
，得
，’,:1

.得 
y

 

利
益
‘

,̂
l
:s
.

こ’
と，
，

.

‘

、

,

I .

全

米

貧

幣

制

度

窳

一

：
の

計

盡

,

.堀

.

江

歸

1

.

北
米
合
衆
國

%

全
米
の
質
カ
ル
錤
げ
'て
、
政
饴
上
に
經
㈱
上
に

發
展 

の
^
礎
^
築
か
ん
と
し
、
種
々
の
計
锐
に
從
ふ
こ
と
久
し
咅
も
の
あ 

り
。
欧
洲
開
戦
以
來
电
米
南
朱
|:
於
け
る
歐
洲
前
國
經
濟
的
發
展
，の 

褪
折
し
れ
る
一
方
に
、
合
衆
國
が
卯
隙
^
乘
じ
て
、
國
內
じ
宠
賢
し 

れ
芯
赏
力
か
中
米
、
南
米
に
用
ひ
、
以
て
金
米
統「

の
，目
#
^
達
せ 

ん
と
し
て
、
滟
腐
し
つ
\-
あ
芯
.11
、
掩
、フ
可
か
ら
ざ
る
—

对
り
.
0 

「

漱

V

チ

力
-
>v

‘
サ

ィ

ヤ

ゾ
，ス
。
ク

方
1

タ

ー

H

」

木
年
三
月
號
所
腿 

ヶ
5
メ
ラ
ー
氏
t
l
-
^
米
貨
幣
制
度
統
一
に
'
對

す

，
る

提

案

」

.
と

姐

..^
名 

論
文
'0
如
き
5
?
BJH
3
'
MKt
.^;
0
.
,
.
l
賴
^
以
て
目
す
可
さ
.も
の
.！L

し 

て
、
其
恶
領
ル
關
述
す
る
は
、
米
國
經
濟
的
鈐
展
の
如
何
な
ろ
方
而 

に
伸
艰
す
可
咅
ゃ
か
知
^
の
资
料
?:
る
4.
得
る
如
以
.て
灯
り
0 

故
十
歡

:'
:

:

2

■

九)

：-

へ
：

_

ぺ
匕_

.

;'
-
;
:

一
世
紀
前
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
セ
ン
ト
ニ
レ

ナ

の
®

®

:

 

ょ
$

「

歐
羅
巴
が
•

最
も
多
く
必
要
ビ
す
る
も
の
は
、
共
. 

通
の
紙
律
、
共
通
の
^

度
、共
通
§
.

貨
幣
な
る
こ

V
J」

を 

絕
叫
し
た
ヶ
。
今
日
骅
通
の
法
衡
の
不
可
行
な
る
は
'、
 

人
の
認
む
る
所
な
れ
ど
も
、
共
通
の
尺
度
は
歐
米
に
於 

|

け

る「

メー

ト
,

し
制
度
の
採
用
に
依
て
、

' 

實
現
に
近 

•

づ
き
'
 

而
し
て
共
通
の
貨
幣
は
.

將
來
に
到
達
せ
ら
る
可
、
 

き
理
想
を
以
て
"

目
せ
ら
る

A

の
觀
ぁ
ぅ
。
五
十
年
前」 

1

度
び
國
際
货
幣
^

^

の
.議
は
歐
米
諸
國
の
問
に
於
け 

る
實
際
問
題
と
爲
り
、
节
八
首
六
十
，七
年
五
法
余
貨
を 

堪
位
i

t;

る
：統

r

を
主
張
し
.

忆
る
巴
里
國
際
貨
幣
會
議
.
. 

|

の
後
.

を
承
げ
て
"
恰
も
中
八
西
六
十
五
年
國
際
貨
幣
の 

.

統

1

が
羅
甸
諸
國
に
#

て
、
.小
規
模
に
成
立
し
た
る
が 

.

如
く
、
金
貨
を
翁
礎
t

T

v

lt

洲
0

重
な
る
國
並
が
. 

北
米
に
*

張
，せ
ら
る
V

の
勢
を
示
し
'

£

 

b

o

.,

, 

.

千
八
西
六
卡
七
'

年
0

國
斷
貨
幣
會
議
.

並

に

同

年

巴

里

"、

博

響
0

簾

衡

讓
_

幣

費

-#

の
主
喊
し
？

敗

第
五
#

:

.
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:
-
:
f
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，纸
十
.

卷
(

六
四
0

)

雜

.

錄

金
來
贤
幣
制
度
級
.ー
の
計
诳

聲
は
怫
國
放
祛
佥
货
の
命
德
*
に
侬
て
代
表
せ
ら
る、
 

單
说
奄
湛
磷
ミ
^
て
い
國
際
邶
に
金
貨
本
他
制
を
梂
用 

し
1

金
貨
の
乱
位
を
九
西
位
ど
し
ゾ
節
幣
郎
盟
に
加
入 

す
る
各
國
の
記
號
を
有
す
る
も
.’
尙
ほ
他
國
に
於
て
合 

法
上
の
流
通
を
！
！
む
る
を
耍
點
と
し
、
。
斯
く
て
^
目
を 

し
て
ソ
グ
工.

レ
ィ
ン.

.

金
貨
の
純
量
に
約
九
厘
即
ち
_|破 

に
對
し
約1

1

片
米
國
を
し
て
.金
弗
貨
に
約
三
分
五
厘
の 

低
減
を
行
ぬ
じ
む
る
ど.

共

に

、
.
佛

國

を

し

て

一

一

十

五

法 

金
貨
を
鐘
造
せ
し
む
る
こ
と
を
期
し
れ
り
。
即
ち
斯
る 

方
法
に
依
て
、
五
法
金
貨
を
し
て
米
國
の

〗

®
金
貨
と 

同
偕
れ
ら
し
め
、
米
國
の
五
沸
金
貨
を
し
て
英
國
の
一 

磅
金
貨
^
同
憤
れ
ら
し
む
る
を
得
べ
く
、
佛
蘭
西
並
に 

同
國
の
殖
民
地
、
英
告
利*

加
奈
陀
、
濠
洲
並
に
他
の 

英
領
殖
民
地
、
合
衆
國
，

'

端
商
、
伊
太
利
、
西
班
牙
、

希

臘

、

羅

坶

尼

等

*

此

同

盟

に

加

入

し

-
績
ぃ
て
法
、

磅
或
は
茆
に
近
き
單
位
を
採
用
す
る
ァ
ル
ゼ
ン
チ

I

ン 

#

lr
®

ハ
ラ
グ
.
.ク
.

エ
-

—

、
秘
露
b
.
:
.ハ
ィ
チ
、
政
瑪

''

グ
アJ

/

マ
ラ
、

二
力
ラ
ダ
、
パ
f

，
マ
、
ナ
ン
ト
ド
ミ
y

m

3 £
m

瓦
四

コ
等
を
加
入
奋
し
む

.れ

ぜ

貨

幣

同

®

の
鲍
圓
^

大
ビ

. 

爲
り

s
'
.
.
.

他
の
諸
國
亦
之
に
加

.
入

す

る

に

至

.
る

も

，
の

.
と

蹲
 

M

f

 

。

"
當

時

英

，
怖

、
来

諸

國

の

政

府

當

局

漭
 

並

，に

學

潜

は

多

ぐ

此

t h
畫

に

賛

成

し

た

る

を

以

て

、

莽
 

し

も

國

際

貨

幣

に

關

す

る

英

國

王

立

委

員

會

に

し

て

有
 

利

.な
る
證
言
並
に
ジ
エ

' グ

.

.ォ

.
ン
ス

"

、パ
デ
オ
ッ
ト
、

セ 

ィ

ド

等

の

賛

璐

を

排

し

：て

、

反

對

の

意

見

を

述

ぶ

、る

5
 

と

な

か

^V

し

な

ら

ん

に

は

"

或

は

世

界

は

今

m

恰

も

尺

‘ 

度

に

於

て

メ
 

I

ト

ル

單

位

の

揀

用

.せ

ら

る

、

が

如

く

V
,
. 

貨

幣

單

位

に

於

て

？
.大

な

る

統

：
一

を

實

現

し

得

れ

る

や
 

\

も

未

だ

知

る

可

か

ら

ざ
 
>

し

な

^V
。

I

然
る
に
此
好
機
は
空
し
く
.一

 

過
し
•
合
衆
國
は
南
北
：

\  

■

爭
以
前
の
金
典
貨
を
以
て
兌
換
制
度
を
復
興
し
、

t

-

'
 

洲
の
親
本
位
並
に.

傲
貨
本
位
國
は
金
貨
本
位
國
ビ
爲
り 

羅
甸
同
盟
並
に
ス-'

-
;

ヵ
^
 

^

平
‘デ
ー
グ
ゃ
r

貨
赂
同̂

を
，
.

•

除
げ
ば 

專
、b :1

‘國
單
獨
の
貨
幣
舉
位
は
諸
國
に
碓
定

.

せ

ら

，

々

斯

く

て

國

際

貨

赂

統

.1

の
裡
想
は
-

場
®;
.

#
 

想
を
以
て
"

目
せ
ら
る
、
に
至
れ
り
。
:
:r
u

口
人
は
今
夢
想

‘

.

家
と
評
せ
&

る
、
-.
0
.
危
險
を
賭
し
て
、
敢
て
國
際
貨
幣 

統T

の
！

1:题

を
提
唱
せ
ん
i

す
？
但
し
吾
人
の
生
張
す 

る
は
1«

界
の
統1

に
非
す
し
，て
、
^
低

界

の

雜

一

な

り

も
 

藍
し
半
世
紀
以
前
魏
多
の
人
士
に
依
て
生
張
せ
ら
れ
た 

名
統
一
贊
成
論
は
歐
洲
並
に
合
衆
國U

對
す
る
ょ
&
も 

命
！！：南
北
蓝
米
利
加
に
對
し
て
主
張
せ
ら
る
、
繁
固
な 

る
理
由
を
存
し1
而
し
て
之
に
對
す
る
妨
碍
は
薄
弱
に 

し
て
"

今
日
こ
そ
全
米
統I,

の
好
機
會
な
る
を
以
て
な

h
y
o全

來
貨
彼
耕〗

を
^
畫
す
る
现
由
は
大
小
種
々
ぁ
ぅ 

ビ
雖
も
、
典
重
恶
な
る
も
の
、
み
を
以
て
す
る
も
"
荷 

ほ
左
の
五
唄
を
擧
.

ぐ
る
を
得
べ
し
。
'

第
-1

、
斯
る̂

畫
の
下
に
於
て
は
、
全
米
を
通
じ
て 

1

般
の
物
價
は
總
て
の
國
の
人
民
に
直
に
理
解
せ
ら
る 

、
貨
幣
單
位
を
以
で
表
示
せ
ら
る
可
し
。

' 

今
日
—

の
_

 

位
に
慣
熟
し
た
る
實
業
家
が
他
の
單
位
に
就
て
考
ふ
る 

は
甚
だ
囷
雛
に
L

-T
>

.

例
へ
ぼ
グ
：キ
ズ
.

f

ラ
の
輸
出 

幾
遨
が
珈
琲
の
ー
定
量
に
對
し 
>
.

ギ
ソ
ダ
ァ
4

ル
る
ア
.

I

火
を
以
.て
*
代
價
を
表1
ホ
す
名
'
もr

:

ベ
ソ
•

卵
、
ミ
 ̂

ラ
イ
ス
、
ボ
ブ
グ
牛
ア
ノ
に
慣
れ
れ
る
諸
外
國
,0

輸
入 

業
潜
に
は
何
等
の
意
義
を
爲
さ
ず
。
外
國
商
人
が
ボ
リ 

グ
ア
ー
ル
又
はy

ア
ー
;
グ
の
自
國
に
於
け
る
同1

價
格 

を
知
ら
ん
と
す
る
，に
は
、
祓
雜
な
る
外
國
爲
替
相
場
に 

據
て
換
算
す
る
を
要
し
、
之
を
換
算
す
る
ま
で
外
國
の 

债
格
は
其
用
を
‘致
さ
U
.
る
な
り
。
斯
ィ
て
代
惯
が
人
の 

惯
薇
せ
ざ
る
貨
幣
單
位
に
依
て
表
示
さ
る
、
爲
め
に
、 

空
し
く
商
業
上
の
機
會
を
逸
す
る
を
免
か
れ
す
:̂
赚
も 

統1

さ
れ
た
.る
貨
幣
制
度
の
下
に
於
て
は
、
全
米
の
如 

何
な
る
國
の
新
聞
紙
を
閱
讀
す
,

0

者
も
直
に
典
國
に
於 

け
'る
金
の
購
1
只
汸
を
知
：'る
.こ
と
を
#

:
で
>
 

1

般
の
物
價 

を
理
解
し
、
商
業
上
の
.取
引
.に
於
て
、
®
%
の
機
會
を 

求
む
る
に
雛
か
名
令
ぞ
從
來
國
際
間
の
商
業
家
は
諸
外
，
 

國
の
貨
幣
單
位
を
以
て
、
物
價
隶
.を

公

に

し

"

以

て

上
 

記
の
困
雛
を
避
く
：る
に
勉
め
た
：る
が
、
.
國
際

®

幣
統

.：1

 

の

曉

に

：

は
，
、

斯

：
る

商

業

家

は

種

々

の
€
貨
を
以
て
、

代 

價

を

計

算

す

：
る

C6
.
貴
用
を
省
約
す
る
を
得
べ
' 
i

小
规

辦

十

卷

，

(

；六
四
：3

雜
V

錄
佥
米
貨
幣
制
度
統I

のft
親

.第玉
號



第
十
怨
、

(

六
四U

)

雜

錄

金

米

貨

幣

制

度

統

s

If
键 

.

:

玉
六

^
の
谪
業
家
.に
茧
て
は
，
一
今W
特
に
.
#
店

內

に

外

國

貨 

盤
に
.通
^
各
*

&

M傭
す
る
の
必
要
な
き
に
至
る
可 

し
。第

二
ぅ
國
際
貨
幣
統
ニ
せ
ら
る
v

e

き
は
、
外
國
爲 

‘.
^
取
引
は
簡
跟
と
爲
る
可
し
。
即
ち
爲
替
相
場
は
其
割 

引
の
場
合
に
も
、
'.
將
れ
又
打
步
の
場
合
に
も
ノ
實
務
家 

に
依
て
溶
易
に
理
解
せ
ら
れ
實
務
家
は
不
法
な
る
爲
替 

:
の
負
擔
に
對
し
て
、
自
ら
保
謎
す
る
を
得
べ
し
。

第
三
：
他
の
利
益
は
國
際
貨
幣
統
一
'の
場
合
に
は
一

國
の
貨
幣
を
鎔
解
し
、
金
货
を
地
金
に
變
形
し
、at
に

•此
地
金
を
他
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1

.">
ニ 

。へ
 

ソ

合
衆
國
ー

0
0
、
0

卵

ゲ

エ

ネ

ズ

ヰ

ー

ラ

ニ

、
セ

JK
»

y

ゲ
ア
ー

如祭陀七、

ニ

，

-

卯
;

:

全
米
貨
幣
制
度
統】

0

'If

籤
：

七
ー§
:
1

5
四
、'八
六
六
紙

 

'
幣

0
、四
ヨ
七 

I

四
六
ハ
四

M

〇
、九

.七
三
定
位
銀
貨

G
n
l
s
o
:

1

茧
〇
、‘四

六
1

、〇
〇
〇
金
.

貨

〗

、
〇
〇
〇
' 

一
五
道
、
五
七

 

一
、◦

三
四.
外
國
金f」

,
j

1

五
〇
、四
六
一
、〇

〇

〇

金

货

>〇
〇
〇 

，
ニ
丸
、
〇

三
0

、1
九

三

金

貨

一

九
3.
- 

一：玉
〇
、四
六
一
、〇
〇
〇
命
'

货
一
、〇
〇
Q

第
茧
號 

六0
 

:

七
3£
:

5

1

1

〇
、五
〇

(

+

)

ニ
、七

!

®

.

〇
、s
,

 

!

、.〇
o

 

(
i
l
l

•、九

i

五
〇
"
.

四.
六
一
、〇
o

o

d

 

1

玉G
T

 

四
六 

l

、
,o
o

(

i

H

、3t 

一
玉.
〇
、四
六
.

一、〇

〇

O

V

O
 

三
〇
、〇
九
〇
、こ0

(

i

H

、七 

一
茧0
、
四

六

一

、
〇

〇

〇

、
〇

上
表
に
於
て
注
目
を
値
す
る
六
箇
の
事
實
ぁ
り
。
第 

_

S

'

ホ
ン
ダ
ラ
ス
の
外
、
他
の
諸
顧
は
法
律
上
金
貨
を 

本
位
と
す
。
第
ニ
ノ 

二
十一

典
和
掘
の
中
十
一
は
®

格
：
 

の
低
落
し
た
る
紙
幣̂

以
て
貨
幣
め
基
礎
ど
し
八
他
の
.

一
は
法
雜
上
佥
貨
を
基
礎
:>

す
4

も

、

實

際

に

.
は

宽

位 

鈒
貨
に
據
り
、
他
の
一
は
法
律
上
並
に
實
際
上
銀
貨
を 

ぃ
基
礎
と
す
。
是
等
共
和
國
の
人
口
は
七
千n

 

ー&

九
十
离
，
 

人

に

し

て

、

合

衆

國

を

除

外

し

た

る

他

^

和

國

の

人

ロ 

-

八
千
三
西
十
萬
人
.0

ル
割
九
分
に̂

^

り
.°
'

,

第
三
典
» ;
; 

國
中
の
八
並
に
_

奈
啦
は
名
實
共
に
金
貨
本
位
國
な
I

」

：
 

飨
四
"

是
等
金
貨
本
位
を
採
用
す
る
諸
共
和
國
巾：

のH
4

 

. 

德

國

即

ち

孰

瑪

、

ニ

カ

ラ

グ

ソ

、

パ

ナ

マ

、

ナ

ン

;>
:

ド
ミ
ン
，.
ゴ

ノ

合

衆

國

及

び

加

奈

陀

は

合

せ

て

一

億

一

千

五 

II

海
の
人
口
を
宿
し
、
總
人
口1

 

‘

億
1

.
千

五

叚

八

十

寐 

の
-^
割

に

當

る

も

の
.

な
る
が
盡
乂
合
衆
國
の
金
li
l

j

貨
背 

;'
L

く
は
之
ビ
同」

價
格
の
渾
位
を
以
て
、
法
#
上
並
に 

實
際
上
の
貨
幣
單
位
ビ
す
。
第
五
合
衆
國
の
金
典
貨
ビ 

異
な
れ
る
貨
幣
眾
涖
を
以
て
、
金
貨
本
位
制
を
實
行
す

る
は
コ
ス
タ
リ
カ
、
ウ
ル
グ
工

1

*

グ
エ
ネ
ズ
斗1

ラ

等
な
る
於
、
其
人
ロ.

は
四
西
三
十
萬
人
に
し
て
、
全
體 

の
三
分
七
厘
に.

過
ぎ̂

;

。'

コ.

ス
タ
.リ
力
に
於
て
は
外
國 

金
货
を
法
貨
に.

充
つ
る
の
规
定
な
る
が
'
然
も
國
內
に 

流
通
す
る
外..國
翁
货
は一

.

の
合
衆
國
金
貴
あ.

る
の
み
、

,

y
 (

ダ.
’h
丨
R

:

於
で
も
合
衆
國
命
貨
ば
他
國
の
金
貨
ビ

相
並
ん
で
流
通
し
，、
殊
に
グ
，
工
,ネ

ズ

乎

ト

デ

に

於

で

は造
せ
ら
る

合
衆
國
金
貨
は
、グ

H

ネ
ズ€

丨
ダ
國
吹
金
貨
と
法
権
上 

同

I

の
資
撒
叙
以
て
流
通
す
。
：隨
で
此
事
實
は
全
米
ぬ 

腐
す
る
金
貨
本
位
國
ぽ
_
ぐ
各
衆
國
の
溆
茆
費
を
®

格 

の
單
位
と
し
、
又
は
法
律
を
以
て
承
認
せ
ら
れ
た
る
外 

國
貨
幣

V
J

し
て
流
通
し
つ
、
*:
&

こ
と
を
示
$
、
の
な 

り
。
第
六
金
弗
貨
又
は
之
1'
:

同

1

價
格
の
余
：貨
を
貨
幣 

の
m

位

V」

す
る
金
貨
本
位
國
は 
一
一
一 

共
和
爵
並
に
加 

奈
陀
に
於
け
る
流
通
中
劳
し
く
は
銀
行
所
在
の
金
貨
の 

四
分
の
三
を
有
す
る
も
の̂
-

り
。
：
.

.

ゾ

以
上
み
事
實
は
•

即
.

ち
貨
.幣
統
ー
0'
,

方
嚮
に
就
て
\
全 

米
の
行
動
の
有
利
な
る̂

示
ず
も
のV

J

云
ふ
可
し
。
若 

し
む
全
米
貨
辭
統
一
の
茈
磯
ど
し
て
、
或
は
解
理
想
的 

單
位
を
求
め
す
、
現
.

に
流
&

し
'
.つ
V

が
る
金
貨
を
求
め 

ん
炉
、
典
合
衆
國
の
金
典
貨
れ
る
‘

可

き

，
は

論

を

俟

：

^;
^

。

,

つ
^
«
资
ソ
ゥ

' 

エ
レ
ィ
ン
の
免
く
大
な
ら
-

t

、
法
；の 

如
く
小
.

な
へ
ら
ず
、

其

形

狀

に

於

.

.て
便
利
な
るV

J

共
に
I

 

千

分

九

百

位
^

品
位
i

し
て
、
種
ヶ
の
量
目
に
«

V
- 

, 

.

第

十

怨(

六
四
七)

雜

錄

金

来

货

§

度
統一

の
計
邀

:

合
衆
國
金
弗
貨
i

雨
一
.

價
格
を
保
ft

し
む
る
爲
奶
^

 

諸̂

和

國

の

現

行

貨

幣

單

位

に

如

何

な

..る

變

觅

を

加

ふ 

る
を
要
す
：る
や
は
‘

前
揭
.

表
の
第
四
項
.

に

明

に

し

て

.、
：
瑪
 

戀
M-

た
る
そ

：

多

ぐ

小

事

故

に

：し

セ

.

何

等

現

狀

を

揽

亂

， 

す

る

も

のS

認

む

可

か&

す

。
，
又
4

日
{̂

格

の

低

落

し

'。 

た
な
.

紙
幣
を
*

礎
が
し
、
或
ゆ
銀
貨
本
：位
を
維
持
し
金 

貨
本
位
制
.

に
，進
ま
ん̂

j

じ
'

つ
、

ぁ

る

讅

國

に

於

.

て
は
， 

全
.

米

の

單

位

と

均

衡

^

#

.

つ
#

め
に
、
瑰
杻
の
單
位
を
. 

變
M

す
る
ご
を
に
依
：

何
等
の
木
便
を
蒙
る
も
の
に
. 

非
ず
。
是
等
の
處
®-

を
必
喪
t

す
る
は
；、.
ァ
.V

ゼ
ン
チ 

I

ン
、
ボ
リv

年
：

K

、
ハ
伯
刺
爾
、
智

利

、

コ

ロ

ン

ビ

ヤ

、

’ 

土

ク

チI

ド

ル

、

ダ

ァ

.
，グ

.

マ
ラ
、

ハ
ィ
チ
、
ホ
ン
ダ
ラ

ス
"

.擧

西

鄧V

パ

ラ

グ

ク

；
エ
：：

1

、
«

露
、

サ
ル
グ
ユ 

ド
ー
等
な
る
が
、
是
等
の
两
丑
國
に
於
て
は
現
k

合̂

 

國
の
金
貨
流
通
し
づ
S

6

る
o'

と
を
記
せ
ざ
る
胃
，が
ら 

す
。
啦
貨
幣
鵪
今
&

爲

め

は

"

國

內

に

多

少

の

攪

亂

穹

惹

起̂

は
、

」

コ
;

ス
：久_ダ
.

カ
::
>

:

_

免

ル̂

ェ
，

—

、.
グ
.

工
.
：ネ
ズ

笫
五
號

六

ぎ



浓
十
卷
.

.

(

六
四
八•

)

雜
.

錄
 

' 

全
米
货
撕
制
歳r

の
■

 

年
’

！
フ
等
な
h

o

"

即
ち
コ
ろ
タ
リ
力
に
於
で
は
躺
位̂

.

七
分
五
厘
,

上
げ
.

て
、.
.
“

以
：.て
；0

眺
0,
;

五
±
仙 

を
保
ft

：し
め
.

ざ
る
可
か
ら
す
o

.:然
も
合
衆
國
金
貨
が
現 

に
國
内
に
流
澉
し̂
 

■.

コ
‘.ロ V

貨
幣
ど
共
に
、
.無
解
限
法 

貨
ビ
し
て
、
，r
般
人
民
の「

憤
熟
す
る
所
な
f

d

;

上
敗
其
一
. 

困

難

大

な

す

可

か

ら

免
0

。
グ
/-

グ
エ
：

1

に
於
で
^;|

 

ぺ
ソ
金
貨
の
純
最
に
三
分
五
厘
の
低
減
を
施
す
を
喪
すI

 

ビ
雖
も
ノ
元
來
同
國
に
は
.金
貨
の
流
通
す
る
も

の
な
ぐ 

外
國
貨
赂
を
以
て
取
引
に
充
つ
る
以
上
は
、
如

の

處

\

貴
容
易
な
り
と
す
可
く
、
^

ユ
ネ
ズ
ゃ
i

フ
に
於
で
は 

ホ
リ
グ
ァ
ー
ル
金
貨
に
ゴ
一
分̂

厘
の
低
減
を
施
U

て
、
 

合
衆
國
金
貨
二
十
仙
i

同
慨
な
ら
し
む
な
を
要
す
れ
^

|

も
、
; ^

國
に
於
て
は
.合
衆
國
佥
货
は
胱
に
人
民
の
馆
く 

_

る
所
な
!)
1
。
。

ハ 

:

1
\

.

1

度
び
以
上
の
處
置
行
は
れ
て
、

.•

合
‘貨
本
a

M

i:
;

對 

す
る
復
興
成
擎
れ
ん
か
，
藥

藉

國

並
に
加
奈g

 

は
命
貨
塞
礎
ど
も
、
而
し
て
其
甚
礎
？

i

賢
は 

ニ
分
の
一
、.
.

五
分
の

t

或
は
五
分
の「

r

の
割
合
を
以
て

第

毳

六

：ニ

‘

同
'

1

,

の
價
格
を
代
表
|]
>
.

、
：'.諸
般
0

訐
算
並
.に
表
示
の
辦 

單
と
爲
る
％
:
:
,合
衆
®!
.
.の
.
.七
.

丨
ぬ
2

貨
於
ろ
会
シ

チ
1

ン
、又
«'

パ
1

ス
グ
千
"

^

の
十
ぺ
ノ
ン’
.，金
货
、
玲
肩
爾
の
.
. 

I 

J

+

ミ.
、
ル
タ
.
ィ

ス

金

貨

、
ふ
墨
西
哥
の
：
ペ

ン

金

貨

，

' 

コ
；
ス

.； 

タ
リ
力
の
コ
ロ
ン
金
貨
、
昝
刺
の
.

二
十
五
。へ
ソ
金
貨
、

ク
エ
ネ

ス

ヰ

ーラ
の
ボ
];
,

■

グ
ァ
1

,

ル
金
貨
ど̂

l

'

i

爲
' 

る̂

以
て
、
之
を
知
る̂

』

得
<

じ
。

.

貨
幣
同
盟
{3

獨

す

も

谷

國

代

表

者

を

以

て

、

永

久

の 

全

米.
貨

幣

藥

員

會

を
M

織

し

、

此

委

員

會

.

を
.し

て

猜

啼 

各

國

の

鑄

造

す

る

#

貨

を.
檢

赍

し- 
' 

法

定

：の

量
2

1

品

位.
‘ 

に

對

し

て

、

實

際

鋳

造

せ

ら

れ

.
た

る

貨

幣

の

興

な

る

听 

を

報

吿

する
の

ff
i

-

k

服

せ

じ.祉

可
0

.
、.

而

し

，
て
：
法

續

上 

の

要f{
に

適

合U

で

鑄

造

甘

ら

れ

ts

る

金

貨

に

は

其

邀

.
へ 

合
す
る
:

間
全
來
の
命
貨
た
る
，資
格
を
赋
與
じ
、
，又
之
を
' 

徵
表
す
る
記
*

を
付̂

可
ィ
、
»?

る
金
貨
は
貨
If

疴
说 

K

屬
す
る
'

諸
國
を
通
じ
で
.

、
.

典
國
の
；貨
幣
に
#
す
' 4
'* 

律
上
の
恼
格
を
以
て「

公
納
忙
收
齋
せ
ら
る
可
ぐ
且
全
ノ 

米
に
百一

つ
て
法
貨
た
る
可
し
。

. 

■ 

'

ノ

都

市

の

警

：察

0

治

な

論

ず

V

V

:

V 

- 

.

.

. 

:

1

;
:

■..推

田

‘：岩

.次

.郞

’ 
，
 

：

.
■-
:•.
‘
/,-
■•
.
 

.
‘ 

.
.'
.い

,
,
“

:

,

 

-
.
.
i
. 

' 

: 

* 

■ 

V

.

一

•

.

其
の
_

警
_

1

淑

ゆ

窻

義
.

,

ド
'

.:警
察
自
治
:̂

は
如
何
？

斯
か
問
題
に
答
へ
ん
t

欲 

せ
ば
響
齋
並
に
自
治
の
意
義
をi

が
に
ぜ
ざ
る
可
か
ら 

ず
。

•

J

.

.

.

.

.
;

ソ
'「

ン
.

,
‘
：

…

，
：

： 

抑
も
瞥
察
の
觀
念
た
る
や
y

國
家
th

會
の
進
步
.發
罄 

'

に
準
じ
て
漸
次
變
遷
し
來
れ
る
も§

な
る
こ
^
明
か
な 

レ
。
さ
れ
ば
曾
つ
て
は
警
察
沢
國
家
の
權
カ
作
用
の
全 

部
を
意
陂
し
把
る
ビ
ぁ
!)
-

0|

趣
家
作
用
の
漸
く
分
化

\ 

し
來
れ
る
陆
俊
に
於
て
t

"

#

察
麻
政S

瑀
事
行
政
ど 

泥
_

3

>

或

は

司

法

作

用

^

混

一

し

て

其

の

間

の

分

別 

甚
切
_

味
な
.

卜
き
.

？

又

今£
1

に
於
て
.

も
響
察
の
，觀
念
は 

國
に
侬
!)
;

て
多
少
0

*

違
な
き
を
得
ず
。.
.
.否
、：.'
同
^
國 

の
法
制
に
-

つ
:̂

て
之
M

,

る
も
"

"

響
察
な
な
：語
が
總
ベ

_

 

十
傲
.

(

六
四
九)

雑
./

綠
.

M.
«1
f

0

^

^

^

^

g

f

.

て

め

嫘

# '
忆

：
必

ず

じ

が

：

一

檬

©

倉

義

を

以

で

使

用

せ

祚
居
を
^

る
'

こ
，
篇

が

^

繁
て
學
說
亦
J

致 

-

幸
;?
.

或
^

保
^

#

！^
.

對
じ
1

_
刺

響

察

を

認

み

々
 

.

v
t-

る

も

の

なb
i

福

刺

警

察

は

響

察

ぽ

お

^

ず
ビ
な 

.

す
む
の
あ
り
。
警
察
i

は
其
の
字
義
.

ょ
ト
解
じP

.
危
害
，
 

を
®

察
警
戒
す
る
の
作
用
な
A

y

.

ビ
す
‘

る
.
；
^
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